軽度認定者の福祉用具貸与理由書の取扱いについて

○大東市が貸与を認めるのは理由書を確認し受付した日からで、受付日以降の給付とします。

　（認定が確定する前の申請中に、暫定で貸与を開始する場合も、保険者確認日以降の給付とします。）

○理由書は、提出時の認定期間内に有効で、介護申請・変更申請・更新申請で認定が変わるごとに提

出していただく必要があります。

○使用目的や用途が異なるもの（例えば車椅子と特殊寝台など）は、福祉用具の種類ごとに理由書を

提出してください。

○「医師の医学的所見」の【当該利用者の具体的状態像】には、福祉用具の種類ごとに厚生労働大臣

が定める状態像であることの具体的内容を、主治医より聞き取り、記入してください。

（例えば特殊寝台の場合、日常的に寝返りまたは起き上がりが困難であることの内容が記入されて

いること。）

主治医による医学的所見と、サービス担当者会議等での必要性の判断の内容が、例外給付に相当す
る心身の状況であると確認できなければ保険給付の対象とすることができません。

大東市保健医療部高齢介護室介護保険グループ  
 TEL: 072-870-9628  
【参考】（平成２４年４月改定）
第９５号告示 第２５号
イ　次に掲げる福祉用具の種類に応じ、それぞれ次に掲げる者

（1） 車いす及び車いす付属品　次のいずれかに該当する者

（1） 日常的に歩行が困難な者

（2） 日常生活範囲において移動の支援が特に必要と認められる者
（2） 特殊寝台及び特殊寝台付属品　次のいずれかに該当する者

（1） 日常的に起き上がりが困難な者

（2） 日常的に寝返りが困難な者

（3） 床ずれ防止用具及び体位変換機器　日常的に寝返りが困難な者

（4） 認知症老人徘徊感知機器　次のいずれにも該当する者

（1） 意思の伝達、介護を行う者への反応、記憶又は理解に支障がある者
（2） 移動において全介助を必要としない者

（5） 移動用リフト（つり具の部分を除く）　次のいずれかに該当する者

（1） 日常的に立ち上がりが困難な者

（2） 移乗が一部介助又は全介助を必要とする者

（3） 生活環境において段差の解消が必要と認められる者

（6） 自動排泄処理装置　次のいずれにも該当する者

（1） 排便において全介助を必要とする者

（2） 移乗において全介助を必要とする者
